
財団職員が被災地で尽力しています！

４月 21 日にパッカー車（ごみ収集車）に乗り込み現地へ出発した当財団職員

は、熊本市北区の 25 箇所の避難所のごみを収集し、仮置場に運搬する作業を行

っています。支援作業により、避難所のごみの山は片付けられ衛生状況は改善さ

れています。

熊本市内には、北九州市や広島市など他都市のパッカー車も支援に来て作業

を進めていますが、持ち出されるごみの量が多く街にはごみが山積みになって

いる状況です。

今後も被災された方々と街の復興のために財団として支援を行います。

地震被害で市内のごみ処理施設が

停止しており，一旦，仮置場まで

運搬しています。

＜ごみ収集支援状況と今後の予定＞

4/21～ 福岡市環境局および財団による ごみ収集支援開始

（4/24 福岡市家庭ごみ収集業者（協会）による収集支援）

4/29～ 財団 第 2 班出発

5/１ 福岡市事業系ごみ収集業者（協会）による収集支援

（財団 パッカー車２台、職員５名派遣）

5/6～ 財団 第 3 班出発予定
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